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研究成果の概要（和文）：　日韓の共同・協力研究者らと、韓国伽耶古墳出土陶質土器および大阪府陶邑
ＴＧ232号窯出土土器、京都府宇治市街遺跡、和歌山県の初期須恵器の考古学的検討と胎土分析を実施し、窯が
発見されていない地域にも初期の窯が営まれ須恵器の生産された可能性の高いことを確認した。また、軟質土器
製作者も窯焼成土器製作者に付随して渡来しており、土器生産に関する工人の渡来には３つのパターンがあるこ
とを明らかにした。さらに、窯の焼成温度と形態との相関性から、朝鮮半島をへて日本列島へ至る窯の系譜が複
雑で何度か中国からの影響を受け、変容しつつ伝わることが示した。以上の成果は、学会や論文などで公開して
いる。

研究成果の概要（英文）：A joint research team of Japanese and Korean researchers conducted an 
archaeological examination and clay analysis of pottery excavated from the Kaya burial mound in 
Korea, pottery excavated from the TG 232 kiln in Osaka, the Uji urban site in Kyoto, and early Sue 
wares in Wakayama. We confirmed that early kilns operated and produced Sue ware in areas where no 
kilns have yet been found. We also found that open-fired potter also came along with kiln-fired 
potters, and that there were three kinds of groups coming from Korean peninsula. In addition, the 
analysis with a focus on correlation between kiln firing temperature and kiln’s form shows that the
 kiln genealogy from China to Korean Peninsula and Japanese islands is complex. This is because 
Korean kilns have been influenced by Chinese kiln several times and regional differences in kilns 
emerged on the Korean Peninsula. The above results have been published in conferences and papers.

研究分野：考古学

キーワード： 国家形成　窯　土器生産　日韓比較　工人　古墳時代　原三国時代　三国時代

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　窯が未発見の場合、韓半島の陶質土器と同じ形態や文様をもつ初期須恵器において、在地生産か、中央陶邑窯
や韓半島からの搬入かの判定は困難であった。理化学的胎土分析と日韓考古学者による分析の双方から検討する
ことで、それを明確にできた点に学術的意義がある。初期窯は継続期間や規模に注目され一面的な理解に留まっ
ていたが、上述の分析結果をふまえ、野焼き土器製作者を考慮することで、渡来工人集団の多様性を解明でき
た。また、残存しにくい初期窯の検討において、土器の焼成温度に着目することで、窯技術が東アジアの複雑な
政治動向のなかで何度か中国から影響を受け、変容して日本列島へ伝わることを明確にできた点も意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
（１）本研究の背景 
窯技術は、韓半島から西日本の各地へ技術が伝わるが、その多くは短期で操業が終焉し、大 
阪南部の陶邑など一部の窯のみが継続発展する（菱田 2007 他）。ただし、窯出土ではない初期
の須恵器（韓半島系土器）は、在地産か韓半島からの搬入品か、外見からは判別のつかないもの
が多い。在地産であれば、現在認識されている初期窯よりももっと多くの窯が各地に築造された
可能性が生じ、窯導入期の理解が大きく変わることになるが、研究開始当初には研究者ごとに理
解が異なっていた。また、須恵器の窯技術は、最初期には咸安を中心とした伽耶地域、時期が下
ると百済から影響を受けるとされている（酒井 2003）。しかし、初期須恵器には多数の伽耶系統
と少数の百済系統の土器がセットになる場合が多く、単純に初期の起源地を伽耶地域と理解す
ることはできないとされる。また、従来の研究では、日本列島に窯技術を伝えた渡来人が、韓半
島でどのような体制で生産をおこなっていたかが考慮されておらず、優先的に製作された器種
が両地域で同じであったかについても明らかにはされていなかった。さらに、土師器製作者との
関係については技術交流から言及されるものの、野焼土器を含めた弥生時代以来の土器生産と
の関係については十分に把握されておらず、権力者による土器生産の管理化過程として連続的
に把握されていなかった。 
 
（２）代表者および共同研究者の研究成果をふまえた、着想に至る経緯 
代表者は、中国及び東南アジアの民族調査の研究成果から、製作速度・生産量を基軸にして弥
生から古墳時代への土器生産体制の展開について研究をおこなってきた（長友 2008『考古学研
究』他）。また、2007 年～2009 年に韓国に滞在して研究を行い、百済・馬韓地域において、青
銅器時代から窯導入期である原三国時代の土器生産体制の変化について検討した（長友 2008『湖
西考古学』）。これらの研究を通して、応募者は土器生産体制の成熟自体は窯の導入以前にみられ、
技術の発展よりも、政体の強化や階層化と相関する可能性が強いことに気付いた（長友 2013『弥
生時代土器生産の展開』）。現在すすめている、基盤（C）研究では窯導入期前後の土器生産の解
明をめざしており、初期須恵器（陶質土器）の理化学的分析（胎土分析）および考古学的分析か
ら現在見つかっている初期窯よりも古い段階に窯が伝わった可能性が高いことが判明した（基
盤 C、平成 25～28年）。具体的には、蛍光 X 線分析の結果、伽耶土器（金海、威安）、日本列島
の陶邑窯および在地窯（隼上り窯）出土土器を比べると、集落（宇治市街遺跡）出土の初期須恵
器は、伽耶土器とは異なり（図１）、陶邑の最古窯 TG232 よりも在地窯出土土器に近いことが
判明し、在地で窯を操業して生産された可能性の強いことがわかった（図２）。貴重な初期須恵
器を破壊しなければ分析できないことが、理化学的分析を妨げる要因となっていたが、非破壊で
の分析が有効であることが確認できた。そこで、理化学的分析と考古学的分析を総合して初期須
恵器に援用することで、窯から出土していない土器が、韓半島で生産されたか在地で生産された
初期の窯焼成土器なのかを判別し、これまで解明しきれなかった窯技術の伝播の様相を明確に
することができると考えた。韓国では調査事例が増加し、窯集成などもおこなわれており、窯の
導入と展開を整理し、比較検討の可能な状況になりつつあった。 

 

 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、東アジアの周辺部である韓半島と日本列島の窯の導入に着目し、その技術系
統と生産体制の展開について検討することで、国家形成期の土器の役割変化と生産の管理化過
程を解明することである。この研究目的を達成するため、東アジア的視点からの考古学的比較、
胎土分析を中心とした理化学的分析、民族考古学の援用を行うが、具体的には次の 3 項目のサ
ブテーマに取り組んだ。 
(a) 中国東北地方、韓半島、日本列島の窯導入過程と展開の追究 
(b) 窯焼成土器の焼成温度と土器容量の検討による、当時の権力者が求めた土器の解明 
(C) 窯焼成土器とそれ以外の土器の生産体制の構造的把握による、国家形成期における土器生
産の管理化と、韓半島との比較を含めた総合的理解 

 

図１ 韓半島と日本列島出土土器の比較 

 

図２ 初期須恵器（宇治市街）と在地窯（隼上り）、

陶邑窯との比較 



本研究では百済・馬韓と新羅、伽耶の窯の導入と展開の研究（李志映 2008 他）など韓国の研
究を踏まえつつ、韓半島の窯の展開について整理し、これまでの須恵器および陶質土器研究では
欠けていた、窯導入前後の土器生産についての日韓比較研究をおこなうことを目指した。また、
新しい技術で製作された硬質の土器によって、道具としての土器の機能と役割が変化したこと
にも注目する。権力者が求める新たな道具とその管理化という視点は、楽浪郡成立期にも適用可
能であり、日常道具における技術革新と社会複雑化というより大きな課題に結実する可能性を
秘めている。 
 
３．研究の方法 
 
（１）研究方法の３つの柱 
①日本列島出土の土器の検討（サブテーマａ・ｃ） 
・初期須恵器の産地に関する検討（器種・容量・文様・技法、産地同定・焼成温度・胎土の質） 
・日本列島出土の土師器生産に関する検討（器種・容量・製作技法・黒斑・規格度、焼成温度） 
②韓半島の土器の検討（サブテーマａ・ｂ） 
・韓半島の窯の比較検討（規模・形態・器種・窯群形成・集落との位置関係）  
・伽耶地域の窯出土土器の検討（器種・容量・文様・技法、成分分析・焼成温度・胎土の質） 
③ ①・②をふまえた、国家形成期における土器生産の管理化についての考察（サブテーマｃ） 
 
（２）研究組織：分担者・協力者と役割 
長友朋子（日本・大阪大谷大学・准教授、（現）立命館大学・教授）考古学的分析および考察 
趙大衍（韓国・全北大学校・准教授）百済・馬韓土器の理化学的分析および考古学的研究 
金圭虎（韓国・公州大学・教授）伽耶土器、初期須恵器の理化学的分析 
三辻利一（鹿児島国際大学・非常勤講師）初期須恵器および土師器・軟質土器の理化学的分析 
 
４．研究成果 
 
（１）調査実施状況と成果の公開 
 本計画において実施した主要な調査は以下の通りである。 
①日本における調査  
和歌山県初期須恵器の調査 
（2016「宇治市街遺跡出土軟質土器と土師器の蛍光 X線分析」、2016「窯焼成技術にともなう胎
土の特質」、2019「土器胎土分析からみた和歌山県の初期須恵器」） 
②韓国における土器調査と成果  
大邱新塘洞窯出土土器、昌寧퇴천리窯出土土器、ソウル風納土城出土土器の調査 
（2016「漢城百済期の土器組成」、2016「韓半島における竃構造の地域差と時間変化」） 
③日韓以外の予備的調査・分析  
匈奴の瓦分析、ドイツマイン川流域、イギリス南部におけるローマ窯関連遺跡の予備的調査 
（2018「匈奴瓦の焼成温度推定」、2019「フレート・ドブ遺跡の匈奴の瓦と塼」、2016「遼寧省普
蘭店市貔子窩出土土器の胎土分析」） 
④民族調査成果の整理 ミャンマー調査成果およびこれまでの日本における土器民族考古学の
研究史の整理（2016「ミャンマーにおける土器製作」、2019「日本考古学における民族考古学の
歩み」） 
 
（２）報告書、学会でのセッションオーガナイズ、シンポジウム開催による公開と研究内容 
 科学研究費報告書の作成と 2 回の国際学会のセッションをおこない、科学研究費によるシン
ポジウムを開催した。 
①2017『窯導入前後の土器生産体制の進展と政体の成長に関する日韓の比較考古学』 
②2016『The Background of the Introduction of the Kiln Fired Pottery in Periphery Areas』
（第 8回世界考古学会議のセッションオーガナイザー長友朋子・趙大衍）  
③2018『Technical Transfer of Early Kilns in Peripheral Areas of East Asia Organizers』
（第 8回東アジア考古学会のセッションオーガナイザー篠藤まりあ・長友朋子） 
④2020『土器窯と瓦窯の接点』（シンポジウム開催日 2.22、主催：当該科学研究費補助金・窯跡
研究会） 
 ①では、分担者・協力者に共同研究者を加え、北東アジアから韓半島および日本列島における
窯導入期の様相を、自然科学分析、考古学的検討の両側面から検討した。また、民族学的研究か
らみた野焼きと窯焼成土器の接点についても検討し、多角的な視点から考察をおこなった。②で
は、日韓に焦点をあてつつ、ロシアの研究者も加え、土器生産と交易の二つの側面から見た窯導
入の背景について発表と議論をおこなった。③では、中国、モンゴル、韓国、日本列島の南端の
窯鹿児島という東アジアの各地の窯の様相と、東アジアにおける窯技術の伝播についての研究
発表と議論をおこなった。④のシンポジウムでは、土器窯の定着後に新たに始まる瓦窯との接点



について、中国、韓国、日本の研究をそれぞれ 2名の研究者により発表いただき、議論をおこな
った。 
 
（３）研究成果と国内外の研究の位置づけ、今後の展望 
 以上の研究活動を通じて明らかになったことをまとめてみたい。 
韓半島の土器生産体制について野焼き土器生産を含めて考えると、5基以上の窯群が集落に隣
接しない窯工人による専業的生産、集落内に１，２基の窯がある窯工人と野焼き土器製作者によ
る生産、窯がなく製作道具のみという 3つの生産パターンが、百済、伽耶、新羅の各地域にみら
れることがわかった。伽耶土器と陶邑 TG232 号窯、宇治市街遺跡や和歌山県初期須恵器の理化学
的考古学的比較分析により、宇治市街遺跡や和歌山県では地方窯の営まれていた可能性の高い
ことがわかった。そして、宇治市街遺跡では、軟質土器も土師器と同じ在地胎土であることから、
軟質土器と陶質土器工人が渡来したと想定できた。一方、陶邑 TG232 号窯付近で出土する軟質土
器には、陶質土器と共通の意匠が用いられることから陶質土器工人が製作したと想定される。つ
まり、窯焼成技術をもつ工人集団の渡来パターンと、陶質土器と軟質土器のそれぞれの技術をも
つ土器生産集団の渡来という２つのパターンがあると理解される。加えて、馬飼育技術や鉄器製
作技術、金工品生産技術などを携えて渡来する人々にも付随して軟質土器製作者が渡来してお
り、これを加えると渡来集団には 3つのパターンのあることがわかった（2018「日本列島におけ
る土器窯の導入」）。 
一方、窯の技術については、中国から韓半島をへて日本列島へ単系統で伝わると従来理解され
ていたが、焼成温度を調べると窯型式と相関することがわかり、焼成温度に着目して窯形態を検
討した。その結果、中国北部と南部から 2度にわたり影響を受け、地域差が生じたことがわかっ
た。さらに、韓半島の地域差のある窯が、日本列島へ伝わった。最初韓半島西南部の窯が伝わっ
たがその後に継続せず、東南部の窯が近畿中央部をはじめ各地に伝わり発展することを明確に
した（2019「東アジアにおける窯の系譜」）。 
ただし、民族学的調査成果をふまえると、窯の導入は失敗のリスクが高く容易にできるもので
はなかったと推測される。野焼きから窯焼成への移行は渡来した人が技術を持っていたから偶
然伝わったのではなく、窯を導入する明確な目的があったと推測される。そこで、その契機を中
国から韓半島について検討すると、当時の交易の活発化が背景にあったと理解された（中村 2017、
（2）-①）。日本列島においても、初期窯である陶邑 TG232 号窯出土土器の多くは貯蔵具であり、
韓半島や中国との交易や交渉が古墳前期末から中期にかけて高まったことが、水漏れにくい窯
焼成の貯蔵具の生産の契機の大きな要因になったと考えられる。また、朝鮮半島では、窯形態の
差だけでなく、生産規模や集約度において新羅と百済に大きな違いのあることから、政権の管理
経営には政権間で違いがあることが指摘された（山本 2018、（3）-②）。これらの成果を踏まえ
ると、窯群の規模と窯構造、土器生産量は相関すると考えられるが、日本列島で政権に管理され
た窯業生産が、どのように韓半島の生産体制と関連するかなどが今後検討できる。 
 須恵器から韓半島の故地を検討する研究が進められる一方で、初期窯からは起源地が明確に
されていなかった。本論では、焼成温度に着目し、焼成部と燃焼部の段の有無から韓半島の地域
差を明確にし、日本列島の初期窯の故地を特定できた点は重要な成果となる。また、これまで個
別に論じられてきた軟質土器と陶質土器、土師器と須恵器の双方を考慮し検討することで、渡来
集団に多様なパターンがあることがわかった点も成果といえる。セッションやシンポジウムを
通じて成果を公開しただけでなく、韓国や中国の最新の研究成果に触れ、今後の課題も見えてき
た。技術、生産体制、政権との関わりの関連性を明確にしつつ、瓦窯出現の系譜も明確にするこ
とで、土器窯導入の歴史的意義が相対化し土器生産の画期が明確にできるだろう。 
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